
償
局
の
地
で
あ
る
が
､
昏
睡
の
デ
ン
シ
ソ
シ
ヨ
､
.1J
郵
便
役
所
は
や
は

-
そ
の
頃
か
ら
附
近
に
あ
っ
た
｡

し
か
し
不
率
に
し
て
基
輩
院
の
蒐
基
し
て
-
れ
た
薄
給
の
数
は
少
-
は
な
か
っ
だ
が
'
文
運
兼

だ開
け
や
十
五
年

三
月
に
は
'
を
の
維
持
さ

へ
が
山
楽
ぬ
粥
に
な

-
､
そ
の
図
番
申
寄
托
の
も
の
は
､
常
に
過
し
'

-1部
は
師
範
や
中

撃
に
托
し
'
古

事
洋
本
は
大
豊

屋
に
托
し
､
其
後
拝
啓
は
北
野
帥
融
に
預
け
た
｡

二
十
三
年

京
都

府

教
育
骨
が
附
焼
固

顛
舘
を

開
設
す
る
に
至
っ

て
､
北
野
糾
配
に
預
け
た
桑
の
親
藩
を
下
付
し
た

▲魯

け
れ
'.,jJ.
も
､
か

-
し
た
Jr
,,
J

さ
-
さ
の
間
に
散
供
し
た
珍
本
は
蓋
し
多

い
こ
と
で
あ
ら
-
｡
現
に
我
京
都

の

常
時
の
他

聞
で
さ

へ
も
P
今
は
容
易
に
之
を
見
る
こ
と
が
Ⅲ
凍
L･4
-
な
っ
た
の
で
あ
る
.
図
番
飴
が
そ
の
ま

～
頂

い
て
ゐ
吾
な

ら
ば
ビ
思
ふ
情
に
た
え
な

い
｡

予
は
か
-
し
柁
こ
と
を
顧
み
て
､
た

っ
た

一
枚
の
甘
地
団
ビ
い
へ
..rJJ
も
､
機
を
失
せ
ず
し
て
之
を
版
蒐
す
る
所
の

人
々
に
敬
意
を
表
せ

ざ
る
を
得
な
い
.

黒

部

峡

谷

と

温

泉

.
(
同
版
聖

雇

附
)

石

ノ

成

章

日

次

7
.
黒
部
峡
谷
の今
廿
｡

二
'
地
形
9

三
､
地
1rh
O

四
㌧
泡

盛
｡

五
'
嬰
紺
｡
(歩
誰
本
部
五
En:分
l地
形
脚

鎗
ケ
純
｡立
山

深
部
肋
筋
と

氾叔

黙
部
･附
歩
順
';)

桝
､
豊
郷
峡
谷
の
今
昔

三

.ii.i

E

!



交

姐

概

要

第
十
:I:
怨

4.%
∴
班

二一け

円

二

相
小
以
将
に
44]:一O
例
の
以
路
を
閃
き
'
=
本

磁
力
托
式

介
姉
も
苅
頃
か
ら
.q
部
峡
芥
の
水

力
を
利
川

す
る
計
誠

A

.

祉
て
'
･..美

.5
月
附
近
か
ら
漸
次
上
流
に
向
で
仰他
心
道

ケ十
-

路
を
開
拓
し
､
大
正
十
四
年
の
滋
に
は
種

牛

か
ら

水
谷

迄
'
史
に
立
;
側
を
効
柁
落

｡
ま
で
歩
道
を
拓
き
'
束

越
中
黒
部
峡
谷
は
､
+C
米
滞
蓬
峻
険
を
以
て
海
内
に

某
月
で
'
今
か
ら
約
十
放
聖

肌
ま
で
は
､
佃
泣
路
が
拓

聞

か
れ
す
'
上
流
ま
で
柳
る
こ
.,J
は
頗
る
榊
難
の
巧
め
､

之
を
蹄
瀧
L
秘
め
た
渚
は
殆
ん
.･JJ竹
旗
の
有
様
で
t

.t.氾

般
碓
偉
阜
抜
Li･t
る
臼
然
の
蛋
塊
も
･:4
'し
-
人
跡
火
剖

の

嘘
で
幾
汀
千
年
を
錆
過
し
た
が
'
人
正
人
咋
の
ぶ

'
+;

河
小
糸
令

靴
に
､
組
付
谷
か
ら
餓
鬼
芥

へ
下
-

､

史
に

信
仰岨
冗

株

式
骨

朴

は
椎

小
.i
.
澗

狐

か
ら
上
し

久

流
の
額

帥
搾
ま

で
歩
道

を
糊

い

た

'舛
-
の
如

-
年

々

氾
路
の

E
拓
が



進

ん
で
今

で
は
年
余
月
弧
･淡
か
ら
約
二
十
枚
性
の
L
流

下

ノ
小
目
1tま
で
少
滋
を
iJ.下
す
る
叫
が
日
額
'
三
日
仰

鰐
か
ら
北
陸
吐
逆
に
分
岐
せ
る
深
部
屯
気
組
迫
の
終
珊

宇
火.+(
月
曜
か
ら
'
約
十
凹
叩
飴
を
fa
tる
槌
兼
の
奇
勝
附

近
迄
､
日
本
Eg
力
株
式
6=
牝
の
私
設
電
車
が
梅

一
帖
州

毎
に
迩
鱒
し
､
宇
奈
月
か

ら
伐
に

一
時
剛
飴
で
道
の
幽

選
の
奇
勝
地
に
到
退
す
る
揃
が
出
来
'
井
桁
道
に
は
円

本
竹他
力
の
柳
河
原
発
や仙
川
や
果
舵
'
錦
捕
(
一
名
新
錆
釣

)､
如
釣
の
如
き
弧
水
場
が
新
和
L
t
夏
は
遇
盈
'
欲
は

紅
盛
'
冬
は
ス
キ
ト
に
軌
光
遊
粟
の
客
が
絶
え
無
い
状

撹
.,J
為
っ
た
t
tt<
糊
代
州
大
町
か
ら
日
本
γ
ル
ブ
ス
の

∩
.2
岳
を
越
え
て
机
拙
谷
に
ド
ゥ
損
飛
か
ら
鵠

鮎
の
映

芥
を
tEg
小
の
窓
よ
-
眺
め
つ
つ
､

JJ+
奈
月
払
･=i
に
遊
称

す
る
-;
岳
放
行
者
が
妊
年
耕
し
-
樹
加
し
た
.

現
(･
に
於
で
は
'
箔
部
峡
谷
の
観
光
は
､
し以
阪
地
方

か
ら
で
も
来
･:4
万
1.伽
か
ら
で
も
､
嫁
行
汽
非
を
利
用
す

れ
ば
'
偶
に
三
'
空
目
で
維
役
目
凍
る
棟
に
乃
っ
た
｡

二
㌧
箔
部
峡
布
の
地
形

黒
部
川
は
嫡
曜
越
中
の
閉
域
に
碍
ゆ
る
水
HW
川

(
鰭

高

二
八
L
七
米
)､
鰐

朋

拙

(
二
八
四

一
光
)､
中

ノ
伐

孤
郡
峡
恥
と
泊
･戌

孤
(
二
<
'-山九
米
)､
北

ノ
侃
隷
(
二
しハ
六

一
米
)､
太
郎

両
(
二
三
七
-.I,米
)
S
諸
秀
峰
が
'
略
々
北
廿
にこ
捌
け
る

中
仙
孤
を
t;i
け
る
斜
面
に
鞭
淋
し
'
:礎
抑
ケ
獄
と
亦
牛

岳
1J
の
問
を
始
ん
で

郎
線
状
に
北
流
し
'
赤
ヰ
漆
の
北

硬
を
火
に
は
曲
し
､

虹
に
水
晶
川
､
五
郎
緑
の
問
に
単

独
L
t
れ
線
状
に
北
流
し
凍
れ
る
火
縄
谷
を
介
せ
､
北

妨

三

田

槌

飛

々
加
に
鴫
じ
'
平

ノ
小
.1
.に
到
-
て
'
束
方
針

ノ
木
棚

の
絹
よ
-
奔
下
せ
る
針

ノ
氷
解
･fJ
介
し
t
I.i
よ
り
火
勢

三

耽

四

三



血

球

第
十
三
谷

北
々
粟
の
方
向
を
揮
宿
し
､
所
謂
上
廊
下
の
奇
勝
を
形

成
し
'
両
側
急
峻
な
る
斜
面
を
下
れ
る
幾
多
の
渓
流
を

仰
せ
､
演
部
別
山
の
兼
に
蓮
す
る
聞
､
下
廊
下
を
形
成

L
p
兼
捕
棒
小
屋
浬
ビ
､
西
方
励
榛
ど
の
凍
り
骨
す
る

塵
に
､
十
字
峡
の
奇
勝
を
成
し
､
硝
北
流
し

て
諦
谷
を

合
せ
牝
々
西
に

晒
じ
､
兼
方
大
旗
銅
山
よ
り
一
直
線
に

流
下
し
氷
る
餓
鬼
谷
を
呑
み
.
奥
銀
山
大
崎
壁
の
西
北

に
到
-
て
'
凧
父
p
動
側
開
演
谷
の
各
流
せ
る
も
の
を

合
せ
て
､
棺
飛
の
狭
院
(
岩
順
の
聞
低
に
五
㌧
六
間
)
を

奔
下
し
.
西
方
よ
-
凍
れ
る
小
露
和
の

1
大
湊
流
を
介

し
.
是

よ
-
猫
叉
谷
ど
の
愈
4
2鮎
に
至
る
閲
､
迂
飴
曲

折
す
る

も
.
大
腰
北
を
指
し

.
此
曾
各
期
よ
り
.は
牝
々

西
に
車
両
L
t
森
石
山
の
南
に
至
-

て
'
兼
方
白
描
撤

方
面
よ
-
流
下
せ
る
錯
雑
の

一
大
渓
流
を
合
せ
.
是
の

蛍
よ
-
両
側
に
敗
階
の
段
丘
を
形
成
し
っ
つ
宇
奈
月
を

匪
p
愛
本
橋
に
到
-
て
金
-
山
地
を
離
れ
､
両
側
に
標

式
的
の
扇
状
地
を
形
成
L
t
戴
多
の
流
路
に
分
裂
し
て

三
円
iE
の
西
北
に
於
で
富
山
潤
に
注
い
で
屠
る
｡

親
潮
峡
谷
に
於
け
る
地
形
の
特
徴
は
'
谷
の
両
側
が

高
さ
少
-
も
数
百
米
の
晒
壁
を
形
成
L
t
横

断
面
の
略

第
二
髄

三

六

円
凹

々
U
字
形
を
成
し
所
謂
廊
下
を
為
せ
る
罫
ビ
P
支
谷
の

多
数
が
甚
線
状
を
為
し
p
主
谷
に
封
し
晴
々
湛
角
に
愈

合
し
て
懸
谷
を
為
せ
る
瓢
を
最
も
著
し
1J
す
､
十
字
峡

は
就
中
政
も
顕
著
な
も
の
で
あ
る
が
.
兼
谷
で
も
餓
鬼

谷
で
も
融
父
､
剰
付
合
流
布
で
も
.
不
蹄
谷
で
も
､
何

れ
も
略
々
直
線
状
に
溌
下
し
､
殆
ん
.,jJ直
角
を
為
し
て

主
谷
に
骨
す
る
状
況
は
､
五
薗
分

1
地
形
図
を

一
瞥
し

て
明
か
に
看
取
す
る
事
が
出
氷
る
､
其
原
因
を
考
察
す

る
に
島
部
の
主
谷
'
支
谷
は
元
来
地
塊
の
断
裂
に
起
因

す
る
も
の
の
如
-
､
主
谷
は
東
方
に
於
て
之
に
略
々
平

行
せ
る
娘
川
の
大
構
造
谷
だ
同
様
に
､
本
州
を
横
断
せ

る

一
大
地
製
孤
に
基
因
す
る
も
の
ど
思
考
せ
ら
れ
ー
支

谷
は
略
々
是
に
直
列
に
本
州
を
推
賞
せ
る
蔑
多
の
断
裂

に
相
恩
す
る
も
の
ど
考

へ
ら
る
る
'
乃
ち
黒
部
の
主
谷

支
谷
に
約
ひ
温
泉
の
漆
山
十
数
個
鹿
に
上
れ
る
事
賓
の

如
き
も
之
宜
盛
事
き
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
､

此
地
方
に
多
き
岩
脈
の
大
多
数
の
方
向
も
亦
略
々
之
に

平
行
で
あ
る
の
は
p
此
想
定
を
助
-
る
軍
資
ビ
謂
は
ね

ば
な
ら
ぬ
'
峡
谷
の
狭
-
し
て
洗

い
の
は
､
岩
石
の
甚

だ監
視
な
る
馬
め
ど
は
云
へ
'
両
側
高
さ
数
百
米
の
絶



1
-.
･

~

増
が
U
手
形
を
為
し
て
泥
縛
に
臨
め
る
特
殊
の
地
形
は

本
邦
に
於
て
は
他
に
其
比
稀
少
で
あ
っ
て
､
地
塊
の
断

裂
を
考
慮
に
入
れ
無
け
れ
ば
､
軍
に
侵
蝕
作
用
の
み
を

以
て
し
て
は
説
明
し
難
い
軌
が
あ
る
｡

熟
難
川
ど
の
合
挽
鮎
以
南
は
毅
然
峡
谷
で
'
風
物
の

雄
樺
は
漸
-
伽
は

る
が
､
術
岸
に
低
率
の
地
は
､
只
東

銀
釣
E
の
閣
僚
に

一
個
彪
あ
る
の
み
で
あ
る
｡
之
に
反

し
韻
薙
川
だ
の
(
=
流
動
以
北
は
t
,渋
J谷
の
両
側
に
数
階

の
段
丘
が
あ
っ
て
､
柳
河
原
に
も
宇
奈
月
附
近
に
も
低

卒
の
地
域
が
展
開
し
､
冬
期
の
ス
キ
ー
に
好
適
で
あ
る
｡

三
'
地

質

地
質
は
主
･,･J
し
て
片
状
黒
雲
母
花
園
岩
.
及
片

麻
岩

よ
わ
腫
-
､
猿
飛
よ
-
上
流
地
域
に
は
石
基
粗
面

岩
や

輝
石
安
山
岩
の
突
入
せ
る
魔
が
あ
-
､
虹
に
上
流
水
源

地
附
近
は
花
園
岩
(
一
部
閃
紘
岩
)
で
あ
る
｡
中
流
東
亜

釣
山
は
大
部
分
白
色
糖
状
の
石
衣
岩
よ
-
成
-
､
基
よ

り
下
流
に
於
で
片
肺
岩
中
に
二
'
三
昔
の
白
色
石
炭
岩
､

緋
色
柾
岩
が
介
在
L
で
屠
る
'
石
衣
岩
は
何
れ
も
糖
状

で
p
黒
色
片
状
の
不
純
な
る
石
造
を
雅
ふ
る
も
､
化
石

は
諌
め
難
い
'
黒
雲
母
花
園
岩
は
'

粗
粒
若
-
は
中
粒

胡

部
峡
谷
と
.:i
叔

貿
で
多
少
の
角
閃
石
を
安

へ
p
片
状
構
造
の
顕
著
な
部

分
は
片
麻
岩
に
漸
移
し
て
居
る
が
､
課
北
川
等
に
在
る

も
の
の
如
き
は
､
片
状
石
班
の
灸
然
絡
め
難

い
の
も
あ

る
､
性
貿
は

一
階
に
極
め
て
墜
硬
で
侵
蝕
に
封
し
て
は

頗
る
弧
剛
で
あ
る
が
'
略
々
重
商
だ
水
中
の
方
向
に
著

し
い
節
排
が
あ
っ
て
'
之
に
沿
て
分
離
崩
壊
し
易
い
､

是
が
鈴
蘭
の
絶
壁
を
作
っ
た

一
原
因
･IJ
怨
め
ら
る
る
.

岩
脈
は
頗
る
多
-
随
魔
に
之
を
恕
め
ら
る
る
'
倒
せ

ば
鐘
釣
温
泉
場
の
上
方
に
於
て
､
白
色
石
灰
岩
を
貰
通

せ
る
釈
而
岩
脈
は
'
略
々
東
西
に
走
-
北
に
三
〇
度
傾

斜
L
P
其
南
西
に
於
て
河
岸
の
片
状
花
園
岩
一好
貫
-
紘

色
輝
綾
岩
脈
は
'
北
二
〇
鹿
西
に
走
-
､

北
兼
に
七
五

度
傾
斜
し
て
屠
る
｡
叉
鴇
党
川
に
放

て
､
益
雄
池
泉
場

の
兼
､
皿
泉
祇
錐
の
胸
底
に
角
開
花
梅
岩
を
賞
通
せ
る

幅
的

-1
間
の
扮
岩
脈
は
'
兼
西
に
走
り
北
に
三
〇
度
傾

斜
し
て
屠
る
､
文
枝
飛
附
近
に
於
て
も
P
片
扶
花
岡
岩

を
賞
通
し
､
兼
々
北
か
ら
酉
西
滴
に
走
る
二
榛
の
大
岩

脈
が
あ
-
七

一
は
奴
璃
異
の
粗
面
岩
で
'
他
の

一
は
洗

練
色
の
用
岩
で
あ
る
｡
荷
猿
飛
か
ら
剰
母
谷
温
泉
に
至

る
中
間
に
於
て
七
井
状
花
掃
岩
を
賞
通
せ
る
粉
岩
脈
は

1
二
七

川
北



地

球

節
十
三
番

北
二
〇
度
田
に
走
り
.
北
兼
に
五
〇
度
詐
傾
斜
L
t
叔

母
谷
況
泉
場
の
兼
､
河
床
疏
京
口
群
准
地
に
在
る
安
山

岩
脈
は
p
北
七
〇
鑑
兼
に
走
-
.
北
々
西
に
五
〇
度
傾

斜
し
て
屠
る
｡

以
上
列
記
L
た
る
が
如
-
9
此
地
方
の
岩
脈
の
方
向

は
.
北
々
酉
か
ら
南
々
兼
に
走
る
も
の
ビ
東
々
牝
か
ら

国
々
膚
に
走
る
も
の
だ
が
多
-
､
宛
然
箔
郵
川
の
嘉
谷

支
谷
の
大
櫨
の
方
向
に

一
致
し
て
居
る
の
は
'
此
地
方

地
塊
裂
櫨
の

一
般
の
方
向
か
こ苅
す
も
の
だ
考
察
す

べ
き

で
あ
る
O

E
I.
池

魚

黒
部
川
本
､
支
流
に
は
温
泉
の
溺
粗
相
廃
が
頗
る
多

い
.
今
之
を
本
支
流
に
分
ち
､
克
つ
本
流
の
上
流
地
域

に
放
け
る
も
の
か
ら
順
次
下
流
に
向
て
列
巣
す
れ
ば
､

卒

ノ
小
屋
の
温
泉
､
御
川
韓
落
日
附
近
の
洩
泉

(
脱
皮

煤
氏
五
三
比
)､
其
よ
-
御
前
韓
罫
口
に
至
る
間
に
載
る

弧
泉
'
兼
谷
落
口
よ
-
精
々
上
流
に
在
る
温
泉
､
閣
鐘

釣
山
の
禍
に
在
る
新
鐘
釣
(
一
名
報
謝
)甑
泉
'
宇
奈
月

温
泉

(
但
し
基
は
鵠
就
渦
泉
を
引
用
せ
-
)
の
七
個
所

で
あ
る
が
､
西
遊
他
河
床
か
ら
阻
泉
の
湧
出
す
る
個
避

節
二
淡

三
八

凹

六

が
数
多
在
る
.7J
い
ふ
事
で
あ
る
｡

以
上
の
諮
翻
泉
中
現
に
総
額
を
為
せ
る
は
.
宇
奈
月

ビ
錨
釣
だ
新
鎌
釣
の
三
個
所
で
あ
る
｡

宇
奈
月
温
泉
場
は
､
黒
部
川
の
摩
丘
上
に
在
-
て
兼

館
等
の
設
備
精
々
整
備
し
て
屠
る
､
約

一
里
牢
上
流
の

盟
就
況
泉
か
ら
土
管
で
湯
を
引
州
し
て
居
る
､
基
盤
は

1
分
間
的

一
八
立
方
尺
､
脱
皮
は
凍
死
の
湧
出
日
で
約

九
八
度
(堀
氏
)'
宇
奈
月
で
は
約
五
〇
度
で
あ
る
｡

〔日
給
刷
版
参
照

)

大
正
十
年
十
二
月
商
工
省
地
質
調
査
所

で

､

盛

就

温

泉
を
光
量
分
析
し
た
結
果
.
其
十
常
分
中
の
含
有
物
蚤

は
左
の
通
り
.で
あ
る
｡

戊
胞

坤
件

比
韮

T

O
O
O

金
固
形
物

四
八
｡
五
〇

柵
髄

九
二
京

城
γ

で
…
lウ
ム

･航
跡

石
A
J

T

三

九

評
土

O
｡
〇
九

加
利

〇

･
.hlJ
O

簡
捷

f
三
｡

T
二

流
憤

三
｡
三
七

取
薮

T
･0
0
凹

光
政

二
･
九
六

叉
輩

撃
博

士

平

山

於

作

氏

及
び
志
苗
穂

次

郎

氏

が

､

宇
奈
月
脱
臭
を
分
析
し
た
成
績
は
左
の
通
-
で
あ
る
.
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ク
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カ
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遊
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遊
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硫
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五
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右

成

績

表

に

よ
れ
ば
､本
泉
は

硫
化
水
素

泉

で
あ
る
｡

本
脱
兎
は
古
来
胃
腸
病
に
嘉
脇
あ
-
E
L
で
遠
近
に
知

ら
れ
て
屠
る
｡

新
鎌
釣
温
泉
場
は
､
宇
奈
月
か
ら
約
四
里
､
東
鐘
釣

川
の
租
に
我
-
､
泉
渦
犠
氏
七
凹
庶
牛
.
無
色
透
明
で

徹
に
姐
味
を
昔
び
､
川
に
臨
ん
だ
幽
遠
の
佳
境
で
'
故

久
週
宮
殿
下
は
附
近
の
紅
葉
を
観
賞
し
､
錦
繍
温
泉
だ

命
名
遊
ば
さ
れ
た
｡

鉱
釣
温
泉
場
は
新
鐘
釣
狐
泉
か
ら
約
七
町
上
流
で
.

酉
鎧
釣
山
の
南
濃
に
在
-
p
温
泉
は
轟
部
川
左
岸
の
石

衣
岩
能
隙
か
ら
湧
出
し
.
石
衣
岩
の
洞
窟
が
天
然
の
浴

用
を
為
し
て
居
る
P
温
度
釣
堀
氏
六
C
度
'
湧
出
量
は

l
分
間
約
二
〇
立
方
凡
で
p
玲
瀧
快
適
な
炭
酸
泉
で
あ

一二九

四
七



柿 酢 然 ･JI釣 錆

S
i･
177&

る
○次

に

支

流
に

於
け
る

温
故
は

嬬
鹿
川

に
_q
…此

温
良
が

か
b
t

ヂ

ヂ

ti

父
;{

ビ
刷
付

谷

.,J
の

(
ー-
流

珊

附
近
に

凧
母
谷

淑
･=iが
ゐ
-
'

小
黒

和
布
に
は

小
某
部
組
火
が
あ
-
'

餓
鬼
芥
に
は

餓
鬼
茶
瓶
･=<
が
あ
-

､
仙
人
芥
に
は
仙
人

谷
池
火
が
あ
る

'
基
申
搬
出
も
高
-
'
油

日ー
虫
も

北
も

豊
･祈=
な
の
は
､

漂
蛍
池
九
･,J
風
軸
谷
池
永

亡
で
あ

る
.

第
二
少

一t:0

円
･八

紫
鹿
温
泉
は
､
宇
奈
月
か
ら
的
lI
里
や
､
澱
肱
川
の

右
･:.1L
往
曳
桧
の
附
近
､
杓
関
北
向
山か
の
裂
舷
か
ら
湧
出

L
t
附
並
山
水
の
先
攻
似
る
他
雅
脱
俗
で
あ
る
･'
加
之

故
地
高
-
磁
氏
九
七
､
八
･ti<
に
通
し
､
油
川
凝
赤
..i3膏

で

温
泉
場
で
紡
川
に
供
す
る
他
'
多
北
の
渦
･=<
を
土
管
で

宇
奈
月
迄
輸
送
し
て
依
る
'
昭
和
P
I年
十
〃
日
本
電
力

株
式
付
政
は
､
照
雄
組

見
場
の
如
E
閃
花
脱
岩
叫
に
試

錐
L
t
探
さ
五
円
尺
で
'
泉
池
九
八
比
(
糊
氏
)
油
日
丑

一
分

閃
約
六
･:>:ガ
八
の
通
例
ア
ル
カ
リ
鱒
泉

(放
_こ
硫

束
臭
を
仙W
ぶ
)
を
村
た
0

札
付
芥
温
良
に
錦
釣
池
永
か
ら
約
‥二
盟
'
槌
鵬
の
奇

勝
か
ら
雅
邦
本
流
左
･:ii
を
的
半
里
湖
-
て
'
本
流
ビ
組

付
谷
.yJ
の
(
=
流
≠
附
逆
に
兜
せ
る
..T
大
釣
椋
を
渡
り
'

チ
ヂ

約

一
里
飴
で
退
す
る
都
が
山
水
'
風
雅
谷
}J
胤

父

布
.yJ

の
分
流
黙
附
並
に
在
る
柵
LEI火
で
'
渦
度
壌
氏
九
七
比

視
;
址
も
似
る
:I
.I.･ば
,'仏
る
の
み
L･t
ら
す
､
共
北
方
約

1

町
の
河
妹
に
は
机
照
一で
含
ん
だ
熱
発
射
を
蛙
に
叫
は
す

る
末
日
が
数
寄
碗
列
L
t
恰
か
も
火
山
噴
火
日
の
内
底

の
如
き
壮
観
を
=tJす
る
虞
が
あ
っ
て
､
蹄
黄
や
硫
酸
塵

が
附
近
の
･岩
石
に
柁
･=1-
附
来
し
て
居
る
､

此
温
泉
槻
旺



嘗
て
細
借
着
が
あ
つ
た
が
､
其
後
廃
絶
し
､
今
は
館
林

薯
の
修
稽
し
た

1
棟
の
客
倉
が
在
-
､
浴
槽
も
新
に
造

ら
れ
て
旅
客
の
宿
泊
に
支
障
は
な

い
p
此
地
鮎
は
大
漁
…

方
面
叉
は
白
馬
頼
方
面
に
向
ふ
者
の
要
衝
に
皆
-
､
夏

期
は
符
に
宿
泊
者
が
多
い
ど
い
ふ
事
で
あ
る
｡

以
上
段
部
未
支
流
に
於
け
る
皿
泉
の
所
在
を
通
観
す

る
に
'
数
多
の
温
泉
が
何
れ
も
河
岸
叉
は
河
床
よ
-
班

出
し
､
其
他
の
場
塵
に
は
各
然
温
泉
の
碓
見
せ
ら
れ
無

い
の
は
'
黒
部
本
支
流
が
恰
か
も
地
磐
の
錫
緑
に
皆
-

て
屠
る
事
を
想
像
せ
L
む
る
に
足
る
｡

度
期
日
本
ア
ル
プ
ス
踏
破
者
は
､
定
に
其
健
脚
を
此

黒
部
の
峡
谷
に
試

み
､
雄
健
卓
抜
な
る
大
風
光
に
接
し

璽
泉
に
清
遊
し
て
心
身
を
洗
推
し
､
雅
懐
を
蹄
に
す

べ

き
で
あ
る
0
要

砧

黒
部
川
の
主
谷
は
､
北
々
西
よ
-
粛
々
東
に
走

-
I

支
谷
は
大
概
に
於
て
略
々
走
に
両
角
な
も
の
が
多

-
～

氾
榔
峡
谷
と
統
鹿

何
れ
も
多
少
の
迂
飴
曲
折
は
あ
る
が
概
し
て
砿
線
に
近

い
.
此
立
春
は
東
方
に
馴
走
せ
る
姫
川
構
造
谷
ビ
共
に

本
州
を
横
断
せ
る
断
簡
に
基
因
し
､
支
谷
は
大
股
本
州

を
縦
走
せ
る
地
塊
の
断
裂
に
基
因
L
p
蓮
に
多
年
の
侵

蝕
が
作
用
し
た
も
の
で
あ
る
｡

挨
谷
の
断
面
が
U
字
形
を
籍
L
t
少
-
も
高
さ
教
官

米
の
断
崖
を
以
て
潜
津
に
臨
む
特
殊
の
地
形
は
､
前
記

の
主
原
因
の
他
､
岩
石
が
堅
根
で
､
鉛
直
ビ
水
中
の
方

向
に
顕
著
な
る
鮎
川
の
存
在
す
る
革
も
大
に
参
り
で
有

力
L･1
原
図
を
為
す
｡

蔑
多
の
岩
脈
の
走
向
は
､
主
谷
又
は
支
谷
の
大
股
の

方
向
に
略
々
畢
行
な
も
の
が
多
く

数
多
の
温
泉
の
湧

出
偶
感
が
亦
主
谷
支
谷
の
側
岸
又
は
河
床
に
限
ら
れ
て

居
る
｡
温
泉
の
性
質
は
飽
独
裁
又
は
硫
質
泉
で
､
湧
出
畳
は

熱
雷
で
脱
皮
は
高
い
｡


